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研究成果の概要（和文）：本研究は、キナウル語の修飾構造を分析するものである。キナウル語では、形容詞は名詞に
前置され、形態的な変化なく名詞を修飾する。ただし、形容詞は接尾辞-seyAを取って「形容詞が表す性質をもったも
の」のような意味を表し、比較の意味を持つことができる。動詞は、名詞を修飾する場合何らかの接尾辞を取り、名詞
の前に置かれる。動詞接尾辞には-tsと-tseyAがあるが、その違いは明らかになっていない。-tsの機能は名詞化接辞の
一種ではないかと考えられる。
-seyAは名詞にも付加されうるが、-tseyAは名詞には付加されない。このことはキナウル語の形容詞が名詞と同じ特徴
を共有していることを示唆する。

研究成果の概要（英文）：(`A' in Kinnauri words expresses a long vowel.)
This study aims to analyze the modifying structures in Kinnauri.  In Kinnauri, an adjective is put before 
a noun and can modify it without any morphological change.  An adjective, however, can take a suffix, -sey
A.  An adjective with the suffix -seyA means like `something with the quality expressed by the adjective',
 and can have comparative meaning.  In the case of a verb modifying a noun, the verb takes some forms and 
is put before a noun.  One of verb suffixes is -ts, which is thought to be a kind of a nominalizer, but th
e function of which is not clear.  Another suffix is -tseyA, which is similar to the adjective suffix -sey
A.  We do not know the difference in meaning between a verb with -ts and a verb with -tseyA.
The suffix -seyA can be attatched to a noun, but -tseyA cannot.  This suggests that Kinnauri adjectives sh
are similar characteristics with nouns.
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1. 研究開始当初の背景

(1) キナウル語は、インド北西部のヒマーチャ

ル・プラデシュ州キナウル地区で話されて

いる言語である。話者人口は 5 万人足ら

ずであり、文字を持たず、学校教育ではヒ

ンディー語、英語などを媒介とし、子供た

ちは家庭や友達同士でヒンディー語を使う

ため、今後急速に使われなくなる可能性が

ある。

(2) キナウル語は、20 世紀初頭に出版された

Linguistic Survey of India に掲載された

記述およびそれに関連する論文が発表さ

れたが、その後研究は進まなかった。1980

年代後半になって文法書が著されたが、不

十分な点が多く、詳細な研究が求められて

いた。

(3) 私は、本研究開始までに、キナウル語の記

述研究を行い、とくに名詞および動詞の

形態変化を中心に研究し、動詞の接辞体系

や、形態統語的な文構造として能格的な構

造があることなどを明らかにしてきた。そ

の中で、動詞の動作主体が属格で表される

場合があることについて考察を進めようと

したが、その考察のためには、この構文で

現れる動詞接尾辞 -seyā と、それに類似す

る動詞接尾辞 -tseyā について十分な資料

がなかったため、これらの接辞を詳細に分

析する必要があった。

(4) これらの接尾辞が動詞だけではなく、名詞

や形容詞にも付加されることから、この時

までに十分に記述していなかった形容詞

および修飾構造を記述すべきであると考

えた。

2. 研究の目的

(1) 上記のように、接尾辞 -seyā と -tseyā の

違いを明らかにし、形容詞および修飾構造

を記述することを目的とする。

(2) また、修飾構造の観点から、キナウル語の

動詞、形容詞、名詞が連続性を持っている

ことを示す。

3. 研究の方法

(1) 研究は、現地調査により該当の資料を収集

し、分析することによって行われた。

(2) また、関連文献を精査し、他の言語での形

容詞の性質などを調べた。

4. 研究成果

(1) キナウル語では、形容詞は、形態変化する

ことなく名詞を修飾することができる。

nugō

3prn:pl

tsoik

all

d1ṅ

place

dam

good

zōlā

bag

dū

exist

‘They have a good bag with each of

them.’

(2) ただし、形容詞が -seyā という接尾辞を取

ることがある。この場合、それが連体修飾

として使われている場合も、叙述的に使わ

れている場合も、形容詞は比較級に相当す

る意味を持つことができる。-seyā という

接尾辞は、形容詞に付加されて、「その形

容詞が表す性質を持つもの」のような意味

を持っており、2つ以上のものの中で、と

くにその性質を持ったものという意味に

なるため、比較級の意味が生じると考えら

れる。

g1.s

1prn:sg.ins

ȷ̌ū

this:gen

kā

than

dam/dam.seyā

good/good.attr

gasā

clothes

zog.im

buy.inf

gyā.to.k

want.fut.1s

‘I want to buy clothes better than this.’

キナウル語では、とくに比較級にしなく

ても文脈で比較の意味が明らかであれば、

そのように理解される。しかし、上の例の

damseyā のように -seyā を形容詞に付加

すれば比較の意味がはっきりする。

(3) 動詞は、通常そのままでは名詞を修飾でき

ない。そこで、-tseyā または -ts という接

尾辞を取るか、重複形にして、名詞に前置



することによって、名詞を修飾する。

hunak.staṅ

now.till

ma.krab.tseyā

neg.cry.attr

chaṅ

boy

hunā

now

krab.udū

cry.pr

‘The boy who didn’t cry till now is crying

now.’

上は、動詞語幹 krab- に -tseyā が付いて

いる例である。

(4) -tseyā と -ts の違いは、今のところ明らか

になっていない。ただし、どちらか片方の

みが使える場合があるので、何らかの意味

の違いがあると考えられる。この違いにつ

いては、今後の課題である。

nu

that

tshar.̌si.d/tshar.̌sid.tseyā

make dry.mdl.grd/make dry.mdl.attr

gasā

clothes

ka.ň

bring:1-2o.2s

‘Bring those dried clothes.’

上の例で、tsharšid の末尾の d は、中動態

接辞 -̌si に後続する場合の -ts の異形態で

ある。

(5) -ts は、他の分布から見て、名詞化接辞の

役割を果していると考えられる。

(6) 動詞には、-tseyā を付けることができる

が、-seyā を付加することができない。逆

に、形容詞には、-seyāを付加することはで

きるが、-tseyā を付けることはできない。

(7) また、-seyā は名詞に付加することができ

る。この点から、キナウル語の形容詞は、

名詞的な性質を持っていると考えることが

できる。

(8) -ts が名詞化接辞であり、-seyā が名詞に付

くのであれば、-tseyā は -ts に -seyā が付

いていると見ることができる。ただし、こ

のことは十分に確定できる証拠はない。

(9) なお、動詞に -seyā が付加されていると見

える例があるが、それは動詞語幹に直接付

加されているのではなく、動詞語幹と接尾

辞 -seyā の間に -mig が挟まれている。こ

の -mig は、現在準備中の論文「キナウル

語動詞の非定形について」で派生不定詞と

呼んでいるものであるが、動詞を名詞化す

る機能があると考えられる。

šālū.p1ṅ

psn.dat

bār̄ı

very

huši.m.ig.seyā

study.inf.oblg.attr

(dū)

cop

‘Shalu has to study much more.’

(10) なお、修飾構造を考えるとき、関係節につ

いても考察が必要であるが、この課題で考

察の対象となっている修飾構造とは違いが

大きいため、対象としなかった。したがっ

て、関係節については、今後の課題である。
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